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ササニシキの食味関連理化学性の変動

第2報　食味関連成分の地域間変動
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1　は　じ　め　に

ササニシキの食味関連理化学成分の地域間変動について

上壌中の苦－L加重含量と日米中の含有姐の関係，また培

高の違いによる豊熟気温と〔】米中の粗蛋白質合〃率及びア

ミロースの関係についてそれぞれ調査・分析を子トって得ら

れた知見について報告する。

2　試　験　方　法

仙　試験年次：1990年

（2）供試材料：庄内地域農家産ササニシキ（計36点）

表1供試サンプルの収垣構成及び玄米形質

■：1．8m以＿上

（3）試料調製：玄米を1，9mm締別後，拍精歩合約90％に

抱精し粉砕

（4）分析方法：Mg及びK：過塩素酸分解後原r吸光光度

法，アミロース：AuLo＾nalyzerI．机蛋n質：近赤外線

分光分析機，テクスチュログラム：テクスチュロメークに

よる測定，気温：アメダスメッシュデータ，仁壌分析値：

味の庄内米3アップ運動（比内経済連）データ

3　試験結果及び考察

（1）試験l　上壌養分とl：1米成分について

供試日米中のMg及びK含足は各々，、ド均31（29－35）

と93（80－111）mg／100gであった。また．白米■いMg／

K（当貌比）は平均1．11（0．87－1．29）であり．これは玄

米中のKの約3割．Mgの約2割がでんぷん惟胚乳（いわ

41

ゆる「白米」）に含まれるりことと，堀野による玄米区分

tIより推定すると．「うまい米」の平均的な事例の烏準伯

灘と考えられた。土壌巾の養分含舅及びバランスと．山米

小のMg，K含量及びMg／K（バランス）との関係は明

らかでなく（図1，2，3），また加里施肥肥員と白米lII

Mg／Kの間にも明らかな関係は認められなかった（剛）0

これは，L壌巾の置換性MgO及びK20含垣が．各々水田

土壌中の維持すべき目標値5）とする25及び15mg／100g乾

一卜をほとんどしいートており，特に置換性MgOは30mg以上

あるためと考えられ，上懐中の養分含虫が一定レベル以卜

〟花する条件では，一卜蟻の轟分含量や施肥によるl′1米成分

への影響は小さいためと推察された。

（2）試験2　螢熟期間の、ド均気温と机塞l一Ⅰ質及びアミロー

ス含有率

標高の違いによる州穂後40日間の、l均気温と白米巾アミ

ロース含イr率とは負の相関が認められ，、1明気温がlOc高
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図1　上壌養分と日米成分（Mg）
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図2　1二壌養分と白米成分（K）
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図3　仁壌養分及び白米の塩基バランス
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図4　置換性MgOと自米塩茶バランス
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図5　平均気温とアミロース含有率

くなると約0，9％低トーした（図5）。この傾向は稲津の報

告1’と一致するが，稲津はアミロースが1％変動するには

2．3℃／lはしている。この低ト一度合いの差は．品種の違

い及び山椒後40川問の栢算気温が．稲津の報蕾では約650

－850℃に対し，本試験では約900－1000℃と高いことによ

ると推察される。

また　枇蛋白質含有率は本圧の報号Ii2）と同様に平均気温

が高くなると増加し正の相関が認められた（図6）が，こ

れは高温になるほど窒素吸収量が多くなったためと考えら
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図6　平均気温と租蛋Itl含有率

れた。高温条件での窒素吸収星の増加については上場条件

が異なるため検討を要するが，⊥機中有機態窒素の無幾化

量が多くなることも一閃として考えられる。

4　ま　と　め

圧両地域の現地農家圃場で栽培されたササニシキの食味

関連成分を分析した結果一　一土壌中の養分含出が・定レベル

ある条件では，日米巾のMg，K含有率及びMg／Kと1二機

中の置換作塩基含量とは明らかな関係は認められず，白米

申の塩基バランスに及ぼす加里施肥の影響も小さいと推察

された。

標高の違いによる山稜後40日間の平均気温とn米中の食

味関連成分含有一率の関係をみると．アミロースとは負の，

組数二旧とは正の相関が認められた。
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